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○議事日程〔 第１号 〕 

 平成２４年３月６日（火曜日）午前１０時開会 
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       提案理由説明 

       質疑・討論・表決（第３３号議案） 

追加日程第１ 第３４号議案上程 

        提案理由説明 

追加日程第２ 議長辞職の件 

追加日程第３ 議長の選挙 

追加日程第４ 副議長辞職の件 

追加日程第５ 副議長の選挙 

 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 

○出席議員（２０名） 
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３ 番 成 重 博 文 

４  番  安 達    隆 

５  番    山  田  秀  夫 

６  番  松 本 博 彰 

７ 番   中山田  健  晴 

８  番    河  野  徳  久 

９  番    明 石 光 子 

１０ 番 土 谷   力 

１１  番    村 上 和 人 

１２  番    鴛  海  政  幸 

１３  番    安  東  正  洋 

１４  番    北 崎 安 行 

１５  番    川 原  直 記 

１６  番    河  野  正  春 

１７  番    山 本 博 文 
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市     長    永 松 博 文 
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            奥 田 秀 穂 
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子育て・健康推進課長   甲 斐 智 光 

人権・同和対策課長     伊 東 文 夫 

環 境 課 長    都 甲 賢 治 

商 工 観 光 課 長   佐 藤 之 則 

農 地 整 備 課 長   新 田 千代蔵 

建  設  課  長    筒 井 正 之 
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教育庁 
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○議長（村上和人君）  皆さん、おはようございま

す。 

 開会前ですが、議員各位にお知らせいたします。

本会議中、議会のホームページ等による写真撮影を
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行いますので、ご了承いただきたいと思います。 

 ただいまの出席議員は２０名で、議員全員の出席

であります。 

 よって、平成２４年第１回豊後高田市議会定例会

は成立いたしましたので、開会をいたします。 

○議長（村上和人君）  この際、諸般の報告をいた

します。 

 お手元に配付いたしました事務報告書のとおりで

ありますので、ご了承願います。 

○議長（村上和人君）  これより本日の会議を開き

ます。 

 市長ほか関係者の出席を求めましたので、ご了承

願います。 

○議長（村上和人君）  日程第１、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員に１２番、鴛海政幸君及び１３番、

安東正洋君を指名いたします。 

○議長（村上和人君）  日程第２、会期の決定を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から３月２３日までの

１８日間といたしたいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和人君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、今期定例会の会期は、本日から３月２３日まで

の１８日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定は、お手元に配付してあ

ります会議予定表のとおりであります。 

○議長（村上和人君）  日程第３、第１号議案から

第３３号議案までを一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君）  本日ここに第１回定例会を

招集いたしましたところ、議員各位にはご多忙中に

もかかわりませず、ご出席くださいまして誠にあり

がとうございます。 

 それでは、諸般の報告を申し上げます。 

 まず、昭和の町の受賞についてでございます。 

 「豊後高田昭和の町」が、国土交通省の平成２３

年度手づくり郷土賞の大賞部門を受賞いたしました。 

 この賞は、地域の個性や魅力づくりを行う優れた

地域活動を表彰するもので、今回、大賞部門として

全国で４件が選定された中で、九州では本市が唯一

の受賞でありました。 

 これは「昭和」をテーマに官民一体となった取り

組みが高く評価されたものであり、昭和の町１０周

年に花を添え、また、豊後高田市を全国にＰＲする

大変うれしい受賞となりました。 

 次に、企業誘致についてでございます。 

 １月１７日に広瀬大分県知事立ち会いのもと、神

奈川県に本社を置く株式会社湯川鉄工所が立地表明

を行いました。 

 同社は、プレス成型による自動車構成部品の製造

を行っている会社でございまして、この度、市内来

縄にある空き工場と用地を取得し、自社工場を設置

するもので、本年５月の操業開始を予定しておりま

す。また、従業員は、現地雇用を含め当初は１７人

体制で、将来的には３５人規模に増やす予定とお聞

きいたしております。 

 本市の雇用の確保や産業振興の面などにおいて、

活力をもたらしていただけると期待しているところ

でございます。 

 次に、第２期中心市街地活性化基本計画の認定申

請についてでございます。 

 平成１９年に国の認定を受けました中心市街地活

性化基本計画につきましては、本年３月末をもって

第１期の計画期間が満了となることから、第２期基

本計画を策定し、２月１５日付けで内閣総理大臣に

「国内初」となる認定申請を行いました。 

 今回の第２期基本計画では、第１期基本計画に引

き続き、「昭和の町」の飛躍、高齢者が楽しい「玉津

プラチナ通り」の進化を図るとともに、新図書館や

新庁舎の建設、庁舎跡地の公園整備などの事業計画

を盛り込み、さらに魅力的な「まちなか」の創造を

目指してまいります。 

 今後、早期に国の認定を目指し、この第２期基本

計画のもとで、昭和の町を中心とした市街地西側と

高齢者が楽しい町としての市街地東側を一体的に整

備し、中心市街地の充実を図りながら、その効果を

市全体へ波及させてまいりたいと考えているところ

でございます。 

 それでは、平成２４年度の市政運営に当たり、私

の所信の一端を述べさせていただきます。 

 私は、これまで「市民一人ひとりの夢のあるまち 

豊後高田」を市政方針に掲げ、「安心して暮らせるふ

るさとづくり」「ふるさとを興す産業の振興」「人に

やさしい福祉の増進」「未来を拓く人材の育成」の４

つの基本方針に基づき各種施策を実施してまいりま

した。 
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 その上で、新年度につきましては、これまでの市

の基盤・骨格づくりの取り組みの総まとめとして定

住対策を最重点課題に置き、その具体的指標として

「１０年後の人口を３万人に」を目標に掲げたとこ

ろでございます。 

 先般、平成２２年国勢調査の確定数値が公表され

たところでございますが、これによりますと、本市

の人口は２３，９０６人であり、平成１７年数値と

比較しますと、１，２０８人、率にして４.８％の減

少となっております。 

 しかしながら、自然的、社会的な増減を基にした

昨年度の流動人口の推計値が、本市ではプラスの結

果でありました。この数値が増加したのは、本市の

ほかでは大分市と中津市だけであり、大変うれしい

事であります。これは企業誘致を中心とした工業や

観光、農業などの産業振興や教育、子育てなど、本

市が行ってきたこれまでの取り組みの成果であり、

今後に向けての一つの光明であると思っております。 

 このため、市の活力の源となる人口の増を目指す

ための積極的な攻めの市政運営が必要であり、その

目標として市制要件である人口３万人を掲げたもの

であります。 

 やはり、市として一つの機能を果たしていくため

には、３万人という人口は必要であると思いますし、

勢いのある今であれば不可能ではないと考えており

ます。 

 これを踏まえ、新年度の市政運営におきましては、

予算の特別枠として「チャレンジ３万」の設定等選

択と集中を図ること、そして「社会資本の整備」を

掲げて市政運営に取り組んでまいります。 

 まず１点目の特別枠「チャレンジ３万」について

でございますが、「住むためのきっかけづくりと受け

皿になる住環境の整備」に取り組んでまいります。 

 他地域からの移住を含め、本市に住んでいただく

ため、市全体で結婚に対する機運の醸成を図る「結

婚に向けた活動、いわゆる婚活事業」をさらに推進

してまいります。 

 この婚活事業につきましては、既に、本年度にお

いても実施しておりますが、この間、市民の皆様方

のご協力をいただき、縁結びお世話人に１５７名、

婚活応援隊には９２の企業や団体の皆様にご登録を

いただくとともに、結婚に向けた自分磨きの各種講

座やコンサート等の出会いの場の提供などを行って

まいりました。 

 新年度におきましては、新たに創設した新婚さん

へのお祝い金制度をはじめ、昭和の町を活用した大

規模な出会いの場としての「昭和の町ｄｅ町コン事

業」や「素敵な花嫁花婿講座」、「みんなｄｅ婚活応

援事業」などにより、さらに出会いの場を増やすと

ともに、今、お願いしております縁結びお世話人や

婚活応援団の皆様方のお力をお借りいたしまして、

結婚に対する機運をさらに盛り上げていただきなが

ら、総合的に婚活事業を推進してまいりたいと考え

ております。 

 また、今回、市内来縄地区にあります県職員住宅

を購入いたしまして、この住宅をグレードの高いア

パートに改修し、できれば新婚家庭用の住宅にした

いと考えております。 

 次に、空き家を活用した定住促進の取り組みとい

たしまして、本市にＵターンされた方に対し、空き

家となっていた自宅改修に係る経費の助成や空き家

バンクに登録している空き家の改修費用に対する助

成、さらに、空き家を市営住宅として改修して、定

住希望者に提供することを考えています。 

 また、城台団地の整備につきましても、現在、造

成に向けて鋭意努力しているところでございます。 

 このように結婚から居住までの施策を総合的に実

施することで、定住への機運醸成と受け入れ環境の

整備を図ってまいる所存であります。 

 次に、「健康なまちづくり」についてでございます。 

 本市の国民健康保険医療費は、１人当たり年間３

６万６，０００円と全国平均よりも約８万円高いと

いう状況であり、これまでは、この医療費をどう抑

えるかということに重きを置いてまいりました。 

 しかしながら、今回、人口３万人という目標を掲

げるにあたり、全国と比較して２.７年短いという本

市の健康寿命を少しでも延ばすこと、つまり、一人

一人が健康で、より長生きをしていただくことが重

要であると考えております。 

 そのため、今回、筑波大学の久野先生のご協力を

いただき、数値により健康状態が確認できる「ｅー

ウェルネスシステム」を活用した運動教室の開催を

はじめ、市内の各種健康イベントへ参加するたびに

ポイントが付き、年間を通じてのポイント数が上位

の方々を表彰する取り組みを合わせた「スマートウェ

ルネス豊後高田実現事業」を実施し、より多くの市

民の皆さんが運動に親しみながら、健康づくりに関

心を持っていただけるよう取り組んでまいりたいと

考えております。 

 また、チャレンジウォーキングや健康教室、市を
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あげての健康イベントとしてのチャレンジデーなど

の各種健康増進施策も実施してまいります。 

 一方、日本人の死亡原因の第４位である肺炎は、

７５歳を超えると死亡率が増加する傾向にあること

から、高齢者の肺炎球菌ワクチンの予防接種費用に

ついて市単独で助成を行います。 

 こうした取り組みにより、市民の皆さんがいつま

でも健康で楽しく過ごせ、そして、長生きしていた

だける健康なまちづくりを推進してまいります。 

 次に、子育て支援といたしましては、本市の子育

て関係施策をまとめ、利用者側からも意見が書き込

める双方向性のホームページを開設するとともに、

昭和の町に子育て中のお母さんが趣味を活かした小

物等の販売を行うチャレンジショップへの支援によ

り、子育てママの社会参加を応援いたします。また、

子育て世代の経済的負担の軽減を図るため、保育料

について、すでに実施している第３子以降の３歳未

満児に上乗せする形で、県下では初めて第２子の３

歳未満児についても無料化いたしますとともに、就

学前における軽度発達障害の早期発見を目的として、

新たに５歳児の健康診断も実施するなど、これまで

以上に子どもを産み、育てやすい環境の充実に努め

てまいります。 

 また、大分県小・中学校基礎・基本定着状況調査

において６年連続でトップとなっている教育のまち

づくりの推進や昨年の東日本大震災を踏まえた防災

対策の拡充にも鋭意取り組む所存でございます。 

 一方、昨年１０周年を迎え、年間４０万人の皆様

方においでいただくまでになりました昭和の町にお

きましては、商工会議所をはじめ地元の商店街の皆

様方にもご協力をいただきながら、全国のまちづく

りの実績で大変注目を集めておりますコミュニティ

デザイナーである山崎亮氏のお力添えもいただき、

宮町、中央通りの活性化策について検討してまいり

ます。 

 さらに、玉津プラチナ通りにおきましても、高齢

者の憩いの場づくりの拠点となる「笑話館」やにぎ

わいの拠点となる「夢むすび」を核とし、各地区の

老人クラブの皆さんにプラチナ通りへ足を運んでも

らい、交流や買い物を楽しんでいただけるような施

策を展開するとともに、歩いてみたくなる通りにな

るよう路面舗装や側溝整備も行うことで「高齢者が

楽しいまちづくり」を推進してまいります。 

 また、農業振興では、西日本でも有数の産地とな

りました本市のそばにつきまして、更なる品質向上

に向けた取り組みを行うとともに、より多くの方に

食していただけるよう、そば道場を開設するなど、

そばの消費拡大と生産拡大につなげてまいりたいと

考えております。 

 一方、農業への新規参入を応援するアグリチャレ

ンジスクールにおいて、新たに自家農園の開園を支

援する事業を新設するなど、大規模農業だけでなく

より身近に農業に従事できる小規模農業対策に取り

組むとともに、被害が深刻化している有害鳥獣対策

にも力を入れてまいります。 

 さらに、真玉・香々地地域におきましては、粟嶋

神社周辺や長崎鼻周辺などで地域資源を活かした

様々な活動が行われておりますことから、こうした

地域の取り組みに対しても積極的に支援を行うとと

もに、関西方面の市場で評価をいただいている岬ガ

ザミのさらなるブランド化や、地元温泉とそばを合

わせた活性化の取り組みを行うなど、周辺地域の振

興を図ってまいります。 

 次に、社会資本の整備についてでございます。 

 既に着手しております本市の新たな文化の拠点と

なる新図書館建設事業は、現在、順調に建設が進ん

でおります。同時に図書館に所蔵する図書の選書も

行っているところでありまして、平成２５年２月の

開館に向け、引き続き推進してまいります。 

 また、新庁舎の建設につきましては、昨年来、大

分県豊後高田総合庁舎及びその敷地購入について大

分県と折衝してまいりましたが、県の格別のご理解

をいただく中で、購入に向けての協議が整いました。 

 現在の県の建物につきましては、１階、２階を市

が所有し、３階に配置されている高田土木事務所は

そのまま現状どおりとし、県と市の機能が共存する

方式により市民サービスの充実向上を図りますとと

もに、同敷地内に新たに市庁舎を建設することとい

たしまして、平成２６年度の完成に向けて取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 さらに、都甲小・中学校におきまして文部科学省

の認定を受け、これまでの小学校課程と中学校課程

を１つにした小中一貫校建設を行ってまいります。 

 小学校と中学校が１つの学校の中に存在すること

で、異年齢の交流促進や小・中学校の先生方のそれ

ぞれ特色を活かした授業が行われることとなります。

また、独自の授業カリキュラムを編成することで特

色のある学校運営が可能となり、教育のまちづくり

においても一層の弾みがつくものと考えております。 

 このように、平成２４年度におきましては、人口
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３万人という目標に向け、着実な１歩を踏み出すた

め市の総力を結集し、邁進していく所存でございま

すので、議員各位のご支援ご協力をお願い申し上げ

ます。 

 それでは、本定例会に提案いたしました議案につ

きましてその大要をご説明申し上げます。 

 初めに、予算関係の議案のうち、第１号議案の平

成２４年度豊後高田市一般会計予算についてご説明

申し上げます。 

 先ほど申し上げました市政運営方針に沿い、編成

いたしました平成２４年度一般会計当初予算は、歳

入歳出予算総額が１４０億５，７８７万２，０００

円で、前年度に比べ２.２％の減となります。 

 このうち、歳入の根幹となります市税と地方交付

税についてご説明をいたします。 

 市税につきましては、２１億４，５６５万７，０

００円で、前年度に比べ、固定資産税が評価替えに

より減となるものの、年少扶養者控除の廃止による

個人市民税と大分北部中核工業団地の立地企業を中

心に法人市民税などの増により、全体で５.１％の増

を見込んでいます。 

 地方交付税につきましては、６２億６，７６３万

９，０００円で、前年度に比べ１.５％の減を見込ん

でおります。 

 次に、歳出の概要についてでございますが、先ほ

ど申し上げました平成２４年度の市政運営方針と重

複する部分もあり、また、参考資料として平成２４

年度一般会計予算の主要事業一覧を配布させていた

だいておりますので、説明は省略させていただきま

す。 

 このほかに、予算関係では、第２号議案から第１

０号議案までの各特別会計予算９件を提出しており

ます。 

 この中で、第１０号議案ケーブルネットワーク事

業特別会計予算におきまして、現在、ケーブルテレ

ビでご好評いただいております時代劇チャンネルと

アニマックス放送につきましては、衛星放送協会、

デジタル放送推進協会及びケーブルテレビ連盟の３

者による取り決めにより、現状の形での放送でお届

けすることができなくなります。 

 その対策といたしましては、現在ＣＳ放送などを

ご利用の際に設置するセットトップボックス経由で

の視聴方法しかございませんので、これまでの加入

利用者の皆様へのお約束でもありますことから、１

加入者につき１台のセットトップボックスを市で購

入し、従来どおりの基本料金でご覧いただけるよう

に対応したいと考えており、そのための関係経費に

つきまして予算計上をさせていただいております。 

 その他、第１１号議案では企業会計予算１件、第

１２号議案から第１４号議案におきましては、平成

２３年度補正予算３件を提出しております。 

 次に、予算以外の議案及び報告についてでござい

ますが、各議案の末尾に提案理由を付していますの

で、その全てについての説明は省略し、主なものに

ついてご説明申し上げます。 

 第１７号議案の宇佐・高田・国東広域事務組合規

約の変更につきましては、同組合の共同処理する事

務を追加することに伴い、規約の変更をすることを

関係市と協議することについて議決を求めるもので

ございます。 

 第１８号議案から第２１号議案につきましては、

公の施設の指定管理者の指定について議決を求める

ものでございます。 

 第２２号議案の財産の取得につきましては、新図

書館に所蔵する図書の取得について議決を求めるも

のでございます。 

 第２３号議案の豊後高田市行政組織条例の一部改

正につきましては、電算業務のクラウド化やケーブ

ルテレビ事業の通信系業務の民間委託及び同事業の

整備が概ね完了するなど、地域情報化に係る事務が

減少することから、情報推進課を企画政策課に統合

し、企画情報課を設置するものでございます。また、

本改正に伴い、所要の規定の整備が必要な条例につ

いて、附則において改正を行うものであります。 

 第２６号議案の豊後高田市基金条例の一部改正に

つきましては、公立学校施設に係る財産処分の手続

に必要なため、新たな基金を設置するものでござい

ます。 

 第２８号議案の豊後高田市介護保険条例の一部改

正につきましては、第五期介護保険事業計画の策定

に伴う介護保険料率の額の設定及び低所得者の保険

料減免制度の創設を行うものでございます。 

 第３２号議案の豊後高田市立図書館条例の全部改

正につきましては、新図書館の建設に伴い、必要な

事項を定めるものでございます。 

 第３３号議案の豊後高田市議会の議決すべき事件

に関する条例の全部改正につきましては、豊後高田

市総合計画における基本構想の策定等について、条

例で定める議会の議決すべき事件として追加するも

のでございます。 
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 なお、本議案につきましては、基本構想の変更に

係る議案を追加提案させていただきたいと考えてお

りますことから、議長に先議をお願いしたところで

ございます。 

 以上で本定例会に提案いたしました議案について

の説明を終わります。 

 何とぞ慎重審議の上、ご協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和人君）  次に、ただいま議題となっ

ております第３３号議案については、市長から早急

に議決を求める必要があるので、先議されたい旨の

申し出がありました。 

 これより、第３３号議案の審議に入ります。 

 お諮りいたします。 

本案については委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和人君）  異議なしと認めます。 

よって、第３３号議案については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

２０番、大石忠昭君。 

○２０番（大石忠昭君）  日本共産党の大石であり

ます。第３３号議案について質疑をいたします。 

 先ほど、説明がありましたように、地方自治法が

改定されまして、基本構想の策定などについては議

会の議決事項ではなくなりました。しかしながら、

今回こういう形で条例改定をやって、豊後高田市に

おいては議決事項、いわゆる議会に提案して議会で

審議を得るという方法をとることについては、これ

は立派だと思います。 

 そこで、質問なんですけれども、最近見ましても、

今、市長から説明がありましたように、第２期豊後

高田市中心市街地活性化基本計画だとか、その前に

は新しい図書館建設の基本構想だとか、市にとって

は重要な案件をいろいろと執行部で決めておられま

すけれども、こういうものを基本構想を入れるなら

ば、まだ、もう幾つかのことで議会の議決事項とい

うふうに入れたらどうかと思うんですけれども、そ

れは検討されたのか、それが一つ。 

 それから、県下、他市の状況も一応地方自治法が

改定されて議決事項ではなくなったんだから、もう

そのままになっているのか、いや、市は独自で条例

を制定して、こういうことについては議決事項に加

えるように、そういう措置をとっているのか調べて

おったら、その辺について説明していただいたらと

思います。以上です。 

○議長（村上和人君）  市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君）  それでは、私のほうから基

本構想以外にもしたらどうかというお話でございま

したけれども、私は基本構想というものは、ぜひ、

やはり議会の中で議論をしてもらいたいということ

でさせていただきました。 

 その他の計画につきましては、その都度、議員の

皆さん方に説明をしておりますので、それは基本構

想に基づいたものの各計画であると、そういうこと

の中で説明をさせていただきますけども、我々とし

てきっちり条例に入れたいのは基本構想、そういう

ことにさせていただきました。 

 以上でございます。あとは担当課長が説明をいた

します。 

○議長（村上和人君）  市参事兼企画政策課長、宮

崎敦夫君。 

○市参事兼企画政策課長（宮崎敦夫君）  基本構想

に関する県下の他市の状況についてお答えいたしま

す。 

 県下の他市の状況でございますが、基本構想にか

かる県内、他市の状況につきましては、現在、大分

市と由布市、この２市が昨年条例改正を行いまして、

市議会での議決事項ということといたしております。 

 以上でございます。 

○議長（村上和人君）  ２０番、大石忠昭君。 

○２０番（大石忠昭君）  再質疑をします。担当課

長にお尋ねをしたいんですが、私が提起したような

基本構想以外のことでも、条例に定めることが私は

できると思うんですが、提案する、しないは市長の

権限だけど、法的な解釈で、その他の案件について

もこれに載せればできると思うけれども、そういう

認識でよいか、いや、できないということになるの

か、説明してもらいたいと思います。 

 それから、もう時間も早く終わりたいと思います

ので、あと市長、今私は評価しているということで

すよ、こういう形で、議会に提案して審議してもら

うということは。それで、あとの件については、今

のところはやる考えがないというから、そこで再質

疑なんですけども、今の説明の中で、図書館の基本

構想についての説明をしたと言われましたね。説明

はないです。いつあったですか。ありません。せめ
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て社会文教委員会にも説明があったんですか、資料

の提供があったんですか、それもないようですね。 

 よって、今後につきましては、そういう大事な問

題については、大事な案件については、やっぱり決

定する前に全員協議会でも開いて、もう全員協議会

なんかずっとないんですよ。開いて、皆さんに資料

も配り、やっぱり皆さんに理解をしてもらうように

説明をしていくというようなシステムにしていただ

きたいと思うんですよ。 

 今度、新しく議長も変わるようですから、よく議

長とも相談をして、議会と執行部が車の両輪という

のなら、やっぱり市長が今進めようという内容につ

いても議会によく理解してもらわないと、議員にい

ろいろ市民から尋ねられても「そんなことになっと

るんかい」というようなことでは、議会としての権

威が問われる問題なんですよね。 

 私なんかも共産党の議員団で会議をやりますから

わかりますけど、今度の介護保険の第５次の計画に

ついても、事前説明がみんなあっているんですよ。

うちはないでしょう。こうこう、こういうことで介

護保険料がこうならざるを得ないんだと、何とか皆

さん協力してくださいというようなことになってい

るんですよね。 

 各常任委員会があっても、定例会の後の付託され

た案件しか議論をされないような状況だから、今後

は議長ともよく相談をされて、やっぱり市長が頭を

下げるときは頭を下げると議長に、それで協力を求

めるように、大事な案件はこういう形で資料を提供

します、説明もしますから開いてくださいと、委員

会なり全員協議会なりを開いてくださいというよう

な、そういうシステムでやってもらえんでしょうか。

以上です。 

○議長（村上和人君）  市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君）  私は今まで議長さんを粗末

にしたことはありませんし、ちゃんといろいろとご

相談をしながら、議長さんのご了解のもとにやって

おります。これからもそれは続けるつもりでありま

すし、また、他の計画につきましては、議会とご相

談すべき計画と、また我々だけでやる計画、また各

審議会でやる計画いろいろあるわけであります。 

 それについては、それぞれ私どもの提案をどうす

るかということで、また議長さんとも御相談をしな

がら決めていきたいと。 

 以上でございます。 

○議長（村上和人君）  市参事兼企画政策課長、宮

崎敦夫君。 

○市参事兼企画政策課長（宮崎敦夫君）  ご答弁申

し上げます。 

 他計画の議決等につきましてでございますけれど

も、現時点では、現在議決事項となっております定

住自立圏構想推進要綱の変更並びに改廃等、そして

今回、ご提案させていただきます基本構想について

の議決ということとさせていただきたいというふう

に思っております。その理由等につきましては、先

程、市長のほうからご答弁申し上げたとおりでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（村上和人君）  ２０番、大石忠昭君。 

○２０番（大石忠昭君）  そんなことを、答弁を求

めていないですよ。法的な解釈はどうですかという

ことしか聞いていないですよ、一般論として。今、

答弁したことは、市長の答弁で理解できますよ。 

○議長（村上和人君）  市参事兼企画政策課長、宮

崎敦夫君。 

○市参事兼企画政策課長（宮崎敦夫君）  失礼いた

しました。法的な解釈のお話についてのご答弁を申

し上げます。 

 法律の関係につきましては、法律等によって禁止

されていたりするわけではございませんので、私ど

ものほうで議決したいといった考えがあり、それに

基づいて行動を起こせば可能であるというふうに考

えます。 

 以上でございます。 

○議長（村上和人君）  ２０番、大石忠昭君。 

○２０番（大石忠昭君）  ということで、まだ、他

の案件についても加えればできるというのが法解釈

ですね。それを理解していただければいいんですよ。 

 しかし、市長は、今回はこれだけということなん

ですけども、私が質問を求めた、市長、図書館の基

本構想などについては説明をしていないと思うんで

すが、しているんですか。答弁が市民に対するうそ

ではないんですか。そうすると、答弁を取り消して

もらって市民に謝罪してもらわないと、どうなんで

すか。 

 それから、議長を粗末にしたことはないと言うか

ら、それぞれ粗末にされていないんでしょうけど、

私が聞いているのはかなり不満な話を聞いていまし

たから、代弁して発言をしたんですけれども。 

 今後については、まあ、議長とよく相談をすると

いうことだから、ぜひそうしてもらいたいと思うん
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ですけど、今の図書館の基本構想について説明して

いないでしょう。市長、それはうその答弁をしたの

なら謝罪をして、訂正してください。 

○議長（村上和人君）  市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君）  先ほども私はお話をしまし

たように、必要あるものについては、そういう会議

もするし、そして各審議会いろいろなもので決める

し、そしてまた説明書を配ったり、いろいろすると

いうことの中で、私は必要のあると思ったものにつ

いては、ちゃんと説明をしているということであり

ます。 

 以上でございます。 

（○２０番（大石忠昭君）  今の答弁は全く詭弁

であって、最初の市長の答弁が正確じゃないんじゃ

ないですかと、非常に大事な問題ですから、ちょっ

と休憩をとってテープを起こして、発言の取り消

しをさせてください。議長に今後の処理をお願い

します。） 

○議長（村上和人君）  答弁におきましては、再々

質疑まで終わりましたので、これで終わりたいと思

います。 

（発言する者あり） 

○議長（村上和人君）  ほかに質疑はありませんか。 

（○２０番（大石忠昭君） 議事進行について発   

言を求めます。） 

○議長（村上和人君）  ２０番、大石忠昭君。 

○２０番（大石忠昭君）  あなたは私の議事進行の

発言を取り上げないんですか。 

○議長（村上和人君）  いや、質疑について。 

○２０番（大石忠昭君）  質疑をしていないですよ、

議事進行で発言をしたんではないですか。質疑は終

わりました。質疑をさせてくださいと言っていない

です。 

 議事進行というのは、市長の答弁が正確じゃない

んじゃないかと、誤解を与えるしかないでしょう。

私の指摘に対して開き直ったわけですよ。議会全体

がばかにされたのと一緒じゃないですか。 

 議会に対して説明したと言うから、図書館につい

ての基本構想の説明を受けていないですよと、それ

は間違いなら間違いと認めて、謝罪して取り消すべ

きではないんですか。それを議長として、最後の仕

事としてやってください。議事進行についてです。 

○議長（村上和人君）  先ほどの執行部の答弁で、

私は十分だというふうに認識をいたしましたので、

そういうふうに取り扱わせていただきます。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

（○２０番（大石忠昭君）  私は納得いきません

よ、……） 

○議長（村上和人君）  これにて質疑を終結いたし

ます。 

 これより討論に入ります。 

討論ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和人君）  討論なしと認め、討論を終

結いたします。 

 これより、第３３号議案を採決いたします。 

本案は原案どおり採決することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和人君）  ご異議なしと認めます。 

よって、第３３号議案については、原案のとおり

可決されました。 

 しばらく休憩いたします。 

午前１０時４５分 休憩 

午前１１時０３分 再開 

○議長（村上和人君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 お諮りいたします。 

ただいま、市長から第３４号議案が提出されまし

た。これを日程に追加し、追加日程第１として、直

ちに議題といたします。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村上和人君）  異議なしと認めます。 

よって、第３４号議案を日程に追加し、追加日程

第１として、直ちに議題とすることに決しました。 

○議長（村上和人君）  追加日程第１、第３４号議

案を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

市長、永松博文君。 

○市長（永松博文君）  提案理由の御説明を申し上

げます。 

 第３４号議案は、基本構想の変更についてでござ

います。 

 現在の豊後高田市総合計画は、平成１８年度から

２７年度までの１０年間を計画期間としております

が、策定から５年が経過し、当初に掲げた目標をす

でに達成した施策もある一方で、社会情勢の変化に

伴い新たな課題も生じ始めており、今後の計画の見
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直しが必要となってまいりました。 

 これらを踏まえ、本議案は、将来人口３万人を目

標とした定住対策をはじめ、新たな課題に対応した

各種施策を推進するために総合計画の基本構想を変

更するものでありまして、豊後高田市議会の議決す

べき事件に関する条例第２条第１号の規定により、

議決を求めるものでございます。 

 何とぞ慎重審議の上、御協賛賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（村上和人君）  しばらく休憩をいたします。 

午前１１時０６分 休憩 

午前１１時３４分 再開 

（１１番 村上和人君 退場） 

○副議長（松本博彰君）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 議長が除斥のため、私が議長の職務を行います。 

 議長、村上和人君から議長の辞職願が提出されて

おります。 

 お諮りいたします。 

議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第２とし

て、直ちに議題といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（松本博彰君）  ご異議なしと認めます。 

よって、議長辞職の件を日程に追加し、追加日程

第２として、直ちに議題とすることに決しました。 

○副議長（松本博彰君）  追加日程第２、議長辞職

の件を議題といたします。 

 事務局長から議長辞職願を朗読させます。 

○事務局長（安藤隆治君）  平成２４年３月６日、

豊後高田市議会副議長松本博彰様、豊後高田市議会

議長村上和人。 

 辞職願。このたび一身上の都合により議長を辞職

したいので、許可されるようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○副議長（松本博彰君）  お諮りいたします。 

村上和人君の議長辞職を許可することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（松本博彰君）  ご異議なしと認めます。 

よって、村上和人君の議長辞職を許可することに

決しました。 

 村上和人君の入場を許します。 

（１１番 村上和人君 入場） 

○副議長（松本博彰君）  前議長、村上和人君から

発言を求められておりますので、発言を許します。 

○１１番（村上和人君）  それでは、一言、御礼を

申し上げます。 

 議長という大変な大役を仰せつかりまして、一年

間皆さんのご協力をいただきまして無事職務を全う

することができました。これも議員の皆様方、そし

て執行部、市長さんを初め皆様方のご協力、ご指導

のおかげだと非常に感謝をいたしております。 

 これからも、一議員といたしまして、この経験を

活かしながら市行政の発展のために、微力ではござ

いますが尽くしてまいりたいと考えております。今

後とも、どうぞよろしくお願いをいたします。誠に

ありがとうございました。 

（拍手） 

○副議長（松本博彰君）  ただいま、議長が欠員と

なりました。 

 お諮りいたします。 

議長の選挙を日程に追加し、追加日程第３として

選挙を行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（松本博彰君）  ご異議なしと認めます。 

よって、議長の選挙を日程に追加し、追加日程第

３として選挙を行うことに決しました。 

○副議長（松本博彰君）  追加日程第３、議長選挙

を行います。 

 お諮りします。 

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第

２項の規定によって、指名推薦にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（松本博彰君）  異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は指名推薦で行うことに決し

ました。 

 お諮りします。 

指名の方法については、副議長が指名することに

したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（松本博彰君）  異議なしと認めます。 

よって、副議長が指名することに決定しました。 

 議長に、河野正春君を指名します。 

 お諮りします。 

ただいま指名しました河野正春君を議長の当選人

と定めることにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（松本博彰君）  異議なしと認めます。 

したがって、ただいま指名しました河野正春君が

議長に当選されました。 

 ただいま、議長に当選されました河野正春君が議

場におられますので、本席から会議規則第３３条第

２項の規定により、当選した旨告知いたします。 

 河野正春君に議長当選承諾及びあいさつを願いま

す。 

○１６番（河野正春君）  大変驚いておりますが、

ただいま、推薦によって不肖私を議長にご推挙いた

だきまして、大変ありがとうございます。 

 皆さんご承知のように、議長という重責を担うほ

どの力はもともとございませんが、議員の皆様方の

ご支援とご協力をいただきながら、円満そして円滑

な議会運営に努めてまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いをいたします。 

 また、昨年から人口３万人へ向けての取り組みが

スタートいたしましたが、永松市長には非常にすば

らしい目標設定をしていただいたというふうに考え

ております。婚活や住宅関連事業など、今スタート

をしたばかりでありますけれども、議会としても新

しい提案をしながら、英知の限り努力をしていかな

ければならないと考えておりますので、よろしくお

願いをいたします。 

 以上、簡単でありますけれども、お礼の言葉にか

えさせていただきます。ありがとうございました。 

（拍手） 

○副議長（松本博彰君）  それでは、河野正春議長、

議長席にお着き願います。 

 ご協力ありがとうございました。 

（副議長退席、議長着席） 

○議長（河野正春君）  しばらく休憩をいたします。 

午前１１時４３分 休憩 

午前１１時５７分 再開 

○議長（河野正春君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 休憩中に、副議長、松本博彰君から副議長の辞職

願が提出されております。 

 お諮りいたします。 

副議長辞職の件を日程に追加し、追加日程第４と

して直ちに議題といたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君）  ご異議なしと認めます。 

よって、副議長辞職の件を日程に追加し、追加日

程第４として直ちに議題とすることに決しました。 

○議長（河野正春君）  追加日程第４、副議長辞職

の件を議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の除斥の規定により、松本

博彰君の退席を求めます。 

（６番 松本博彰君 退場） 

○議長（河野正春君）  事務局長から副議長辞職願

を朗読させます。 

○事務局長（安藤隆治君）  平成２４年３月６日、

豊後高田市議会議長河野正春様、豊後高田市議会副

議長松本博彰。 

 辞職願。このたび一身上の都合により副議長を辞

職したいので、許可されるよう願い出ます。 

 以上でございます。 

○議長（河野正春君）  お諮りいたします。 

 松本博彰君の副議長辞職を許可することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君）  ご異議なしと認めます。 

よって、松本博彰君の副議長辞職を許可すること

に決しました。 

 松本博彰君の入場を許します。 

（６番 松本博彰君 入場） 

○議長（河野正春君）  前副議長、松本博彰君から

発言を求められておりますので、発言を許可します。 

○６番（松本博彰君）  早いもので１年が来ました。

議員の皆さんには、いろいろアドバイス、教えをい

ただきまして、私個人はすばらしい１年間ではなかっ

たかと思います。議員の皆様方に大変感謝をいたし

ております。ありがとうございました。 

 また、執行部の皆様方には大変ご迷惑をかけまし

て、高いところからですが御礼申し上げます。また、

出先機関におかれましても、いろいろなことでお招

きをいただき、励ましの言葉をいただきまして……

と思います。 

 また、３月をもちまして退職をされます課長の皆

さん方には、１年間ご迷惑をかけたことを心からお

礼を申し上げ、私の副議長のあいさつとさせていた

だきます。１年間、ありがとうございました。 

（拍手） 

○議長（河野正春君）  ただいま、副議長が欠員と

なりました。 

 お諮りいたします。 

副議長の選挙を日程に追加し、追加日程第５とし
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て選挙を行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君）  ご異議なしと認めます。 

よって、副議長の選挙を日程に追加し、追加日程

第５として選挙を行うことに決しました。 

○議長（河野正春君）  追加日程第５、副議長選挙

を行います。 

 お諮りいたします。 

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第

２項の規定によって指名推薦にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君）  ご異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は指名推薦で行うことに決し

ました。 

 お諮りいたします。 

指名の方法については、議長が指名することにし

たいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君）  ご異議なしと認めます。 

よって、議長が指名することに決しました。 

 副議長に、安達 隆君を指名します。 

 お諮りします。 

ただいま指名しました安達隆君を副議長の当選人

と定めることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野正春君）  ご異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名しました安達隆君が副議長

に当選されました。 

 ただいま、副議長に当選されました安達 隆君が

議場におられますので、本席から会議規則第３３条

第２項の規定により、当選した旨告知いたします。 

 安達 隆君に副議長当選承諾及びあいさつを願い

ます。 

○４番（安達 隆君）  安達でございます。議員各

位のご推薦をいただきまして、副議長という要職を

拝命いたしました。 

 私、微力ながら、今後は議会の活性化を図る中で

永松市政とタイアップしていき、市民のため、豊後

高田市のために、さらに頑張っていきたいと考えて

おります。皆様方のご協力をよろしくお願い申し上

げて、私のあいさつとさせていただきます。ありが

とうございました。 

（拍手） 

○議長（河野正春君）  しばらく休憩をいたします。 

午後 ０時０４分 休憩 

午後 ０時１６分 再開 

○議長（河野正春君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 休憩中に、総務委員会において委員長の辞任及び

副委員長の互選が行われました。その結果について

ご報告いたします。 

 委員長に、１０番、土谷 力君、副委員長に、５

番、山田秀夫君、以上のとおりであります。 

  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 あすから３月１１日まで休会し、次の本会議は３

月１２日、午前１０時に再開し、議案質疑を行いま

す。なお、議案質疑の通告は、あす正午までに提出

願います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後 ０時１７分 散会 
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